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スウェ-デンの総合制高等学校における普通教育と専門教育の関連づけ
-職業系課程のカリキュラム分析を中心に-

本 所

はじめに

高等学校を含む中等教育のカリキュラムを論じる際の主要課題を､安彦忠彦は3つの軸で示し

ている1｡それは､義務教育とその後の教育を分かつ ｢前期｣と ｢後期｣の区分､提供する教育

の履修形態としての ｢共通｣と ｢選択｣の割合､そして教育内容の2種の性格である ｢普通教育｣

と ｢専門教育｣の関連である｡

3点目の ｢普通教育｣と ｢専門教育｣について､これら2種の教育を併せ施すという二重の目

的をもっ日本の高等学校では､この目的の二重性をどのように実現するかが議論されてきた2｡

高校教育をめぐる諸原理を論じている佐々木享は､学習指導要領の教科 ･科目の規定の検討を通

して､専門学科 (専門教育を主とする学科)は二重の目的を実現しているが､普通科 (普通教育

を主とする学科)では専門教育にあたる教科が提供されておらず､目的を実現していないと批判

している3. ただしここで､佐々木は､普通教育と専門教育の区別を教科の区分として捉えてい

る｡ しかしながら厳密には､佐々木白身も指摘しているように､普通教育と専門教育とは何かと

いうことを独立して問う必要がある4｡

中内敏夫によれば､｢普通教育｣は ｢職業身分別の教育をこえた自由人にふさわしい普遍的教

養｣という意味から発し､市民社会の発展の中で ｢公共社会の構成員たるものの共有する教育｣

という意味を獲得したものである｡ そして ｢専門教育｣は､普通教育の意味の変化に対応 して

｢各種職人の術知｣を与えるという性格から､｢普通教育としての職業教育｣および ｢一般教養を

基礎にもっ専門教養｣という考え方に変化したという5｡

以上の議論では､普通教育と専門教育との関連は､教育内容と同時にその教育対象の広さによっ

て定義されている｡ 安彦はこの2点を考慮して､普通教育と専門教育を次のように定義する6｡

｢普通教育｣は､すべての職業人に対して､共通基礎教養を保障するもの､あるいは､専門を相

対化する多面的 ･全体的な把握や理解を保障するものである｡一方 ｢専門教育｣は､職業専門的

な教育､あるいは学問の分科 (専門諸科学)に対応する教育のいずれかである｡ ここでは､職業

的な内容であるか否かにかかわらず､限定された集団を対象として特定の分野に特化した教育は

すべて専門教育として捉えられる｡

普通教育と専門教育の関係を､共通の教育と限られた集団への教育として捉えるとき､これら

の比重と関連は､生徒が専門分化してゆく過程に位置づく学校においてとくに大きな論点となる｡

スウェーデンの総合制高等学校 (gymnasieskolan)でもこの論点は大きな課題として取り上げ

られており､学校現場での積極的な取り組みとともに議論が進められている｡本稿では､この総

合制高等学校のカリキュラムをとりあげる｡
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総合制高等学校は､20歳未満のすべての若者に教育の機会を保障する大衆教育機関であり､9

年間の義務教育修了後98%以上の生徒が進学している7｡そこでは､｢職業生活の準備｣｢高等教

育の準備｣｢市民生活の準備｣という3童の目的のもとで､3年間の教育がおこなわれている8｡

課程分岐として､専門分野を異にずる ｢プログラム｣が全国共通に17種類設定されており9､生

徒は入学時にiっのプログラムを選択する. そして､これらそれぞれのプログラムにおいて､専

門教育とともに普通教育がおこなわれているo

プログラム制と呼ばれるこのようなシステムが総合制高等学校に導入されたのは､1990年代前

半のことだったOイギリスの教育社会学者であるM･ヤング 〔Young,M.)は､プログラム制

導入の改革をアカデミックな教育と職業教育との関連についての興味深い例としてとりあげてい

る10｡ ヤングは､普通教育の増加によって進学系課程と職業系課程の共通性が高められながら､

その区分が保持されている点に着目しているo とくに､それが全国規模ではぼ全員就学の学校組

織であるスウェ-デンの総合制高等学校においておこなわれていることが興味深いと述べている.

そしてヤングは､このような改革の鍵は､生徒の選択を強調して課程間の境界を柔軟にすること

と､職業系課程の地位を向上させることにあったと分析している｡ ここからは､プログラム制の

改革が､課程分岐構造および職業系課程のカリキュラムを焦点におこなわれたことがうかがえる｡

ただし､ヤングの検討は総合制高等学校のシステム全体に関わるものであり､各学校が実施す

るカリキュラムにおいて具体的にどのような変化があったのかは明らかではない｡そのためにこ

こで疑問が生まれる｡ 生徒が何を選択することが強調され､それがなぜ課程間の境界を柔軟にす

ることにつながったのだろうか｡職業系課程は､普通教育の増加によって自らが特徴としていた

専門教育を相対的に縮小しながら､なぜ地位を向上させ得たのだろうか｡これらの疑問は､スウェー

デンにおける普通教育と専門教育を関係づける論理を問うことにつながっている｡ そしてその考

察には､実際に実施されるカリキュラムの検討を踏まえる必要があるだろう｡

この点に関しては､日本においても先行研究がみられない｡日本国内で､プログラム制の導入

は詳細には検討されておらず､比較教育学者である中嶋博によって1991年のプログラム制の課程

分岐構造の提案までが紹介されているにとどまる11｡プログラム制の制度については､就職にも

進学にも対応する多様な教育課程を内包する点や生徒に科目選択の自由が与えられている点に着

目して､教育制度の国際比較の一部､或いはスウェーデン研究の一部として紹介されている｡し

かしながらこれらも全体的なシステムの紹介にとどまっており､学校で実施されているカリキュ

ラムの姿は見えにくい12｡

以上より､スウェ-デンの総合制高等学校における専門教育と普通教育との関連を考察するた

めに､プログラム制導入改革および異体的なカリキュラムを検討することには意義があると考え

られる｡ よって本稿では､プログラム制導入前後の職業系課程のカリキュラムを検討する｡まず､

プログラム制導入改革の全体的な特徴と目的を､普通教育の拡大に着目して明らかにする｡ その

上で､学校で実施されたカリキ且ラムをとりあげ､普通教育と専門教育の関連に着目しながら検

討を加える｡ その際､ライン制にもプログラム制にも存在した職業分野の一つである電子工学分

野の課程をとりあげる｡そして最後に､普通教育と専門教育を結びっける教育実践に目を向ける｡

以上の検討を通して､スウェーデンの総合制高等学校において普通教育と専門教育とがどのよう

に関連づけられているのかを考察したい｡
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仁 ライン制からプログラム制へ

ち-1.課程分岐構造の変化

スウェ-デンはもともと､ ドイツに倣った複線型の学校体系をもっていたが､1940年に学校審

議会 (1940品rsskolutredning)が設置されて以降､社会民主党の主導によって単一型の学校制

度に向けた改革が進められてきた｡総合制高等学校はこの過程の中で､義務教育修了後の単一の

学校組織として1971年に誕生 した130

線舎利高等学校は､大学入学準備をおこなう高等学校 (gymnas主et)､実用的な職業準備教育

をおこなう各種の職業学校 (yTkesskolan)-qこれらの中間的 (やや理論的〕な教育をおこなう､

高等学校に付設された専科学校 (fackskoia夏1)の3種の学校を統合してつくられた.これらの多

様な教育を内包すべ く､総合制高等学校には22のライン (linje)および多数の特別 コ-ス

(specialkuTS)という課程分岐が設定されたO生徒は入学時にlつのラインを選択し､教育プラ

ンによって定められたカ リキ豊ラムに沿 って学習をすすめる. そして学習の過程で､専攻

(gren)やバリエ-ション (vaTianも)といった細分岐によってさらに専門化する. ライン制はこ

のような漸次的分化を原則として､生徒の専門化の過程に位置づくものとして構想され､実施さ

れたのだった｡

しかしながら実際には､ライン間には以前の学校区分の名残があった｡すなわち､高等学校を

母体とする5ラインは高等教育進学を目的とする3･4年制であり､職業学校および専科学校を

母体とするラインは就職や高度な職業技術訓練へつながる2年制のものが多かった｡このために､

生徒は入学時にすでに専門分野を選択 し､就職か進学かという進路によって分かれていたのであ

る. さらに､傍系の特別コ-スとして､ 2年未満の短期間であったり､対象人数が少なかったり､

より高度な教育内容をもっていた職業教育の課程が設定された｡このように､総合制とはいいな

がら内部では複雑な課程分岐が残存しており､ライン間には進学可能性や社会的な地位について

の大きな差異が存在していた｡

教育省の設置した高校審議会 (1976且rsgymnasieutredning)14がこれらの点を批判したこと

を機に､課程分岐構造を焦点にして､さらなる統合へ向けた議論や先導的試行が進められた15｡

1991年に総合制高等学校の改革が決議され､ラインによる課程分岐構造は大きく変えられたので

ある｡ この改革の大きな目的は､｢リカレント教育が広がる社会において､大衆の教育水準を高

め､万人に生涯学習の基礎を与える｣16ことにあった｡そしてこの目的は､｢市民のニーズ｣と

同時に､｢効率と生産性を求める社会の要請｣に見合うとして正当化された170

課程分岐に関しては､改革直前には27のラインと約400の特別コースに増加 していたが､これ

らが再編成されて全国共通に16つのプログラム (program)が設定された｡プログラムの分野区

分はラインの区分をもとにおこなわれたが､各プログラムの対象とする分野はラインより広く､

プログラム選択の後に科目を選択する余地が拡大された｡この選択の自由は､個人のニーズに応

えるとともに､時代の変化や地方の産業へ柔軟に対応するシステムであることを意図していた18｡

さらに大きな特徴として､プログラム間の共通性が高められた｡すべてのプログラムの教育年

限が3年とされ､どのプログラムを修了しても大学入学の基本要件が認められることとなった｡

そしてカリキュラム上には､共通履修科目として ｢核教科 (karnamnen)｣が設定された｡この

ように､教育年限､進学可能性､履修教科において共通性を拡大し､どのプログラムを選択した
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生徒にも生涯学習の基礎となる教育水準を保障することが目指されたのだった19｡

ただし､このように共通性を拡大すると同時に､総合制高等学校を全体としてみたときの教育

内容の多様性は保持することが求められたoそのために､各プログラムではカリキュラムの約半

分以上で専門教育をおこなうこととされたoそして職業系プログラムでは､職業専門性を高め､

労働市場と学校教育との結びっさを強めて産業のニーズを教育に反映させるために､原則として

1_5週間以上の職場実習をおこなうこととされた20｡

以上のようなカリキュラムの変更点が実際に大きく影響したのは職業系の課程であり､特に次

の3点が大きな変化だった｡第 1に教育年限について､進学系の課程は以前から3年制で変更が

なかったのに対し､以前2年制だった職業系の課程は3年制となったことで1年分延長した｡第

2に､核教科として進学系ラインでおこなわれていた教科の基礎的な部分が設定されたために､

職業系ラインではおこなわれてこなかった教科が職業系プログラムに導入されたOそして第3に､

職業系プログラムのみに､職場実習が課されることとなった.

1-2｡績教科設定の目的

職業系プログラムにもたらされた大きな変化の中で､とりわけ大きな議論を巻き起こしたのは､

核教科の設定だった｡核教科の設定によって､それまで専門教育を中心におこなってきた職業系

課程にとっても､共通の普通教育が無視できないものになり､普通教育と専門教育の関連が問題

となったためである｡ それでは､この核教科はどのような目的で設定されたのだろうか｡政府公

式報告書や国会決議案より､核教科導入の理由を明らかにしておきたい｡

総合制高等学校では､ライン制をとっていた時から普通教育の必履修科目が設定されていた｡

しかしそれは､スウェ-デン語と体育と1教科の選択教科のみだった21｡ これらの普通教育を必

修とする目的は､国際化などの社会の変化や産業構造の変化に対応するために､広く一般的な知

識とともに､コミュニケ-ション能力が必要であるためだと説明された.ただしここでは､職業

系ラインの第一の目的は､｢直接職業労働へつながる教育を提供すること｣22にあると明記され

ており､職業系ラインにおける普通教育はあくまでも専門分野に向けた教育を支えるものと位置

づけられていた｡

一万､90年代の改革においては､核教科の設定はそれ以上の意味を担っていた｡もちろん､上

と同様に､継続的に変化する社会と労働市場とに柔軟に適応するという理由も存在した23｡ しか

しこれに加えて､以下のような複数の目的が付与された240 まず､当時の労働市場においては職

種を問わず一般教養が求められており､これを育成するという点が強調された｡将来の労働市場

では､実際的な職業能力とともに､基礎知識､コミュニケーション能力､普通教育と専門教育両

方の知識が要請されるというのである25｡ 次に､一市民として社会の発展に参加するために必要

とされる広い知識を身につけることが目的とされた｡また､国際化を背景に､異なる国々の人々

と交流し､多様な文化や環境に親しんで各個人の生活を豊かにすべく､十分な一般的知識や言語

能力をっけることが目指された｡

ライン制における課題に照らしていえば､榛教科の設定には､総合制高等学校のどのプログラ

ムからも継続教育-のアクセスを可能にするという大きな目的があった｡ライン制では､ライン

によっては大学進学につながる教科が履修できず､生徒の進学機会を奪っているという批判があっ
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た.こ三の批判に対して滝全生徒が履修する榛教科の修了認定を大学入学のための基本要件とする

ことで､進学の可能性がどのプログラムにも同等に与えられたのである｡ リカレント教育体制の

整備にともなって大学以外の教育機関での学習も配慮され､核教科で生涯学習の基礎となる知識

を身につけることが強調された｡

以上のように､按教科は㌔産業や社会の変化へ対応するという目的に加えてhqそれらの発展へ

寄与し､個人の生活を豊かにし､生涯学習の基礎となり大学進学機会を保障するという目的から

重視された.ここで相加された目的は､それぞれの専門分野の職業に関わることと同時に､異文

化理解や市民としての一般知識などのように専門分野に関わらない項目が多く含まれていること

が特徴といえよう｡ このように､核教科は㌔専門教育を中心とした職業系の課程がそれまでもっ

ていた目標とは異質な目標を掲げたのである｡

望.職業系課程葛売り奉呈ラム分析

li_I--11R電Lf-技術ラインのカリ串.:-i.ラ.Lt.

複数の役割を期待された普通教育は､職業系プログラムにおいて現実のカリキ豊ラム上にはど

のようにあらわれたのだろうか｡ここでは､∵電子工学分野のカリキュラムとして､ライン制にお

ける2年制電子技術ライン (TvA畠Tige呈壷 knisk linje)とプログラム制における電子工学プロ

グラム (ELprogram)のカリキ孟ラムをとりあげるO ライン制とプログラム制剖 ま､課程分岐

の構造やカリキ孟ラムの規定方法が変化しているため､これらに留意しながら比較を試みたい｡

ライン制のカリキ孟ラムは､教育プランLgy70(L昆roplan錆TgymnaSiesko呈an)によって規

定された｡Lgy70には､全体に関する規定 〔第 1部)の中に鴨全体的な価値観や留意事項などを

記す ｢総則ム ラインや専攻ごとに､学年別に各教科の週あたり授業時間数を定める ｢タイムプ

ラン｣､各教科の目標と内容を定める ｢ヨ-スプラン｣が含まれていた｡その他､主要教科やい

くつかのラインについて､多数の別冊として､いっ何をどのように教えるか 〔第 2部工 授業計

画の参考例 (第3部)があった｡これらによって､各学校での教育実践は厳密に規定されていた

のである｡

電子工学分野の課程としては､2年制の電

子技術ラインがおかれた｡表 1が ｢タイムプ

ラン｣におけるそのカリキ孟ラム規定であるo

このラインは､第1学年後期から ｢電子工学

技術者｣｢通信機器補修技術者｣｢制御装置技

術者｣｢通信装置技術者｣｢事務機器補修技術

者｣の5つの専攻に分岐したが､その分岐は

｢電子技術｣の教科内容によっておこなわれ

るため､タイムプランからは具体的には明ら

かではない｡第 2部の電子技術ライン用別冊

には､各専攻における ｢電子技術｣の教科内

容の詳細が記されており､具体的な教科内容

が専攻によって大きく異なっていることが分

裏1 電子技術ラインのカリキュラム規定

㌧日､..▲.

...-V.■.

スウェーデ 'ン語 4

労働生活入門 1 1

電子技術 30-27 35二32

体育 2 2

学習計画 1

英語/語学/宗教/心理学 3以下/社会/消費/敬(1教科選択翠/芸術 3以下)

Lgy70timplaner,Tv姐rigel-teknisklinjeをもとに筆者が作成O
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かる26｡

望一望台電子工学プE3グラムの尭u奉呈曹ム

プ ログラム制 の導入 とともに出 された教育 プ ラ ンLpf94 (Laroplan fardefrivilliga

skoifoTmeTna)の内容は､Lgy70の ｢総則｣にあたる部分のみにとどまり､各教科の授業時間

数や内容については触れられなかった｡プログラム制では､教育プランをはじめとする法規は､

学校の教育実践を直接規定するのではなく､教育目標を設定 し､カリキュラムについては科目を

組み菖わせる一定の制限枠を規定 した日その枠内で各学校が科目を組み合わせてカリキュラムを

編成 したOよって､プログラム制において学校で実施されるカリキュラムを検討するには､法に

よる規定とともに､実際に学校が編成 したカリキ且ラムを見る必要があるO ここでは具体例とし

てス トックホルムにあるプレドリカプレメル高校のカリキュラムをとりあげるO

プログラム制の国家 レベルの規定では､電子工学分野の課程として､ 3年制の電子工学プログ

ラムがおかれた｡そしてその中に､｢止孟レク トロエクス｣｢設置｣｢オー トメーション｣の 3つの

専攻が置かれた02000年に専攻の分岐構造が見直された折に､コンピュータ関連分野が発展 した

ことを受けて ｢エレクトロニクス｣専攻が ｢コンピュータ技術｣と ｢エレクトロニクス｣に区分

されぅF設置｣専攻が対応分野を広げて名称を変更 し ｢電子技術｣となり､ これに ｢オー トメー

ション｣を加えた4つの専攻が設置された｡義 2が､ 4つの専攻を含むカリキュラムの規定であ

る｡

蓑望 電子蓋撃ぎE3グラム碍力u奉呈ラム規定 (数値は高校単位数 :合計2500単位)

スウェ-デン語A 100

スウ,i-デン語B loo

英語A 互00

数学A 100

保健体育A 100

社会A 100

宗教A 50

自然科学A 50

芸術 50

コンビュ-夕 50

デジタル技術 50

エレクトロニクス入門 50

電子工学A

プロジェクトと企業

電子工学学習A

制御技術A

専門教科の中で

15週間の職場実習を行う

0nU
n
U

nU
nU

勺
上

5

5

5

ウェブデザイン

コンピュータ･

コミュニケーション

0

0

0

n
U

n

U

0

H
H

r:

r:

電子工学学習B

アナログ回路A
ノヾソコン

デジタル技術B

O

nU

0

0

0

0

5

1

1

5

電子工学学習B

交流3相

電子工学論A

電子工学論B

統制技術A

50 :
1

50 ‡
50 ミ
50 …
50 ;

電子工学環境と安全 100 …

電子工学学習B
測定技術

統制技術A

統制技術B
電子工学論A

50

50

50

100

50

<推奨科目>

英語B

数学B

<例 >

労働生活

コンビュ-タ技術

CNC技術

エレクトロニクス

電子工学設置

電子工学配置

輸送機器技術

物理

生物

数学

マルチメディア

測定･制御技術

Stockholmstad.(2004).ProgTBmg･ul-den-valettl'IIgymnasl'eskolanl'nfdrh由tteTmlnen2005.p28.をもとに筆者が作成.
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すべてのプログラムに共通して大きな4つの枠が設けられ､それぞれの枠内の履修科目の割合

が高校単位数 (gymnasiepo畠ng)を用いて表された｡高校単位数の量は､25単位が一週間の学

習に相当するとして､各科目に想定される学習量から設定され､総合制高等学校における3年間

の学習を標準2500単位としてカリキュラムが編成された｡この高校単位の数値は､だいたい1単

位 1時間の学習時問に対応するが､授業時間を規定するものではない27｡授業時間数については､

3年間の合計について､芸術､自然科学も社会科学の3つのプログラムには2180時間が､他のプ

ログラムには2430時間が最低の授業時間数として規定された280

カリキ孟ラム編成の枠として設定されたのは､第一には全プログラムに共通する必履修の ｢核

教科｣である｡ ここには､ 呂教科 9科目の750単位が設定された.第二は､各専門分野の ｢専門

教科 (karaktarsamnen:特徴教科)｣である｡ 1350単位設定された専門教科は､プログラム内

での共通科目と､各専攻での共通科目､そして選択科目から構成された｡電子工学プログラムで

は､プログラム内共通科目として7科目400単位が設定され､4つの専攻それぞれの共通科目に

3-6科目300-350単位が設定された0第三が､専門分野を超えた分野の科目を選択できる ｢個人

選択 (individueiiava且)｣の300単位､そして第四が､総合的な学習をおこなう ｢プロジェクト

活動 (pTOjektarbete)｣の呈00単位である｡

このような枠組みの中でカ リキ孟ラムを構成する各科目については､ ｢ヨ-スプラン

(kursplaner)｣と ｢成績基準 (betygskTiterior)｣が規定したOコースプランには､各教科の目

標､教科内に複数設定される科目の構成､各科目の到達目標と単位数が記された｡成績基準は､

冒-スプランに規定された各科目の到達目標を貝体化して､優/良/可の成績のうち､良と可を

つける基準を示した29｡ 生徒は各科目について､履修後の評価で可の基準を満たせばその各科目

の修了が認められ､設定された単位数を得ることになった｡

以上の枠組みと科目を用いて､各学校がカリキュラムを編成する｡ その編成の指針として､

｢プログラム目標 (programm畠D｣が設定された｡ここには､プログラムごとの目標および全国

共通の専攻が規定された｡以上の法規に沿って､実際に計画されたカリキュラムが､表3である｡

義3 フレドuカプレメル高校 ヲレFrJタ校 電子工学プE3グラムのカリキュラム (数字は高校単位数)

I妻スウエ-デ ン語A ど100- 隻

スウェーデ ン語B 50 50

英語A 50 50

数学A 100 -

保健体育A 50 50

社会A 100

宗教A i50!
自然科学A 50

芸術 - 50

_頂昔;=;;三溝沖博.... :.-.-.～-..:.: '':J:◆~.::I:#Lp.-.;

コンピュータ 50 - -

デジタル技術 50 - 電子工学学習B - 50-
エレク 卜占ニクス入門 50 - i~ii 交流3相 - 50-
電子工学A 100 ド 電子工学論A - 50-
至プロジエア卜と企業 - 50 電子工学論B - 50
電子工学学習A 50 - - 電子工学環境と安全 - 100-
制御技術A 50 - - :i::::==:.=.==alここ==;:荻≡:≡-

統御技術A - 50 - ウエブデザイン - 50 50
保健体育B 50 ノヾソコン - 100-

計 (500) 350100'50 コンピュータ.コミュニケーション 100

計 (300) - 250 50

選択科目 - 225325 プロジェクト活動および専門教科の中で職場実習を実施

FredrikaBremergymnasietFredrik2006年度学校案内をもとに筆者が作成｡
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2-3.電子技練ラインと電子三学プE3グラム爵カリキュラムの比較と考察

ここでは､ライン制のカリキ孟ラム (裏 目 とプログラム制のカリキュラム 〔表3)とを比較

し､プ日グラム制導入の改革が普通教育と専門教育との関連をどのように変えたのかを検討する.

2っの表を比較すれば､第-の樽徴として､後者において共通部分と選択部分とが数段階の階

層をもちながら明確に区分されるようになったことに気づく. 最も大きな区分は､全プログラム

共通の核教科と､これに対するプログラム選択である. 次に､専門教科の中には､プログラム共

通科目と､これに対する専攻選択がある (専攻区分が存在しないプログラムもある)｡そして最

下位の区分として､専攻共通科目と､個々の科目選択がある｡ この階層は､専門性の深まりに対

応している｡ よって､共通の教育としての普通教育と限られた集団への教育である専門教育とは､

カリキュラム上に核教科と専門教科として明示されたといえる｡

電子工学プ日グラムでは､核教科と専門教科の区分が､義務教育でもおこなわれている教科と

職業専門的な教科の区分にほぼ重なる｡ ここから､核教科で設定されている教科が普通教育､専

門教科に含まれている教科が専門教育に対応していると捉えられる. ただし､専門教科としても

数学や英語の履修が推奨され､体育が設定されている｡ つまり､核教科と専門教科の両方に含ま

れる教科もある｡ 進学系のプログラムではこのような教科が一層多く存在する｡ つまり､普通教

育と専門教育との区分はも単純に教科の種類によっておこなわれているわけではないのであるo

ここで重要になる点は､各科目が､すべてのプログラムで共通に適用される到達目標をもっこ

とである｡ 核教科として設定された9科目は､教科の種類を規定するとともに､求められる到達

基準をも規定している.中央当局は明確に､たとえ教科が同じでも､核教科の到達目標と専門教

科の到達目標は異なり､融合させてはならないとしている30｡つまり､プログラム制のカリキュ

ラムにおいては､共通科目と選択科目とを明確にすることで､教科の種類とその到達目標によっ

て普通教育の範囲が定められたといえる｡

第二の特徴として､普通教育の量的拡大

を指摘することができる｡核教科の設定に

よって､カリキ孟ラム全体における普通教

育の割合が増加した｡衰 1では､共通の必

履修科目であるスウェ-デン語と体育が占

める割合は約10%､これに選択教科を加え

ても約18%である｡ しかし表3では､必履

修の核教科が全体の30%を占め､これに個

人選択の単位を加えると､全体の約40%を

占める.また､電子技術ラインのカリキ且

ラム規定を各学年での年間授業時間数に計

算しなおした表4をみると､絶対量につい

ても普通教育の時間数が増加していること

蓑尋 電子技術ラインのカリキュラム 総授業時間数
-.=:紙三相:L:.==::_=拙.._i._=.==.={.=.,.==..I/.::古妻童

･-I.,I.,;==喜W='Lr:=-1='l;.-..藁葺曇
=:_===,I_i:I.=.=采配‥:=鉦:■幸岩音 ､

::::::>[:.:+:,:,:::::.I:::#.:-:L:● .....St::t.::…: ≡赫lB::t:;;

スウェーデ ン語 96 -

労働生活入門 24 24

ー 電子技術 720-648 840-768

体育 48 48

学習計画 24 -

英語/語学/宗教/心理学/ 72以下 72以下社会/消費/数学/芸術
(1教科選択)

Lgy70timplaner,Tvaarigel-teknisklinjeをもとに筆者が作成｡

が分かる O スウェーデン語の授業時間は96から200と約2倍になっており､普通教育の合計時間

数はま92-264時間 (スウェーデン語+体育+選択教科)が､750時間 (核教科総計)になってい

るのである｡
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そして第三には､普通教育の教科の種類が増加 したことがあげられる｡ ライン制のカリキュラ

ムでは､全ラインに共通するのはスウェ-ザ ン語､体育､希望があればもう1教科の選択教科だっ

た.プログラム制においてば､これが､スウェ-デン語､英語､数学､保健体育､社会､宗教､

自然科学､芸術の8教科に増えている320

最後に第四には､専門教育に関する特徴を指摘できる｡普通教育の拡大に伴って､全授業時間

数に占める専門教育の割合は減少した｡ただし絶対量については､全体の教育年限が 1年長くなっ

たためにそれほど大きな減少は見られない ｡ 専門教育に関してはむしろ､科目の種類が大幅に増

加 していることが際立っている｡ ライン制においては ｢電子技術｣としてまとめられていた専門

教科が､プログラム制では多 くの科目に区分されているのである｡ これは､同じ名称で呼ばれて

いる科目がどの専攻においでも同じ内容を持っように､教科の内容が具体的に検討され､科目と

して区分された結果だったO普通教育と職業教育との関連においてみれば､科目の大きさを揃え

ることでカリキュラムを構成する要素としての価値を等 しくしようとするねらいがあった｡

以上の特徴からは､カリキュラム上の普通教育と専門教育の関連について次のことがいえる.

カリキュラム編成の枠組みを決めることによって､すべてのプログラムにおいて普通教育と専門

教育の両方が提供されていたoそれは､職業専門的な教育をおこなっていた職業系課程にしてみ

れば､普通教育の量と種類が大幅に増加することを意味していた｡ただし､高校での職業専門教

育は単純に縮小されたのではなく､専門教育の絶対量の確保や科目の大きさの均一化によって､

普通教育との両立が図られていたのだった｡

3｡ 授業内容葛 ｢色肇博｣による普通敦膏と専門教育とぬ関連づ博
以上のようなカリキュラム上の変化は､どのような議論をひきおこしたのだろうか｡ここでは､

カリキュラムが現実に変化 したことによって教育現場が遭遇 した困難と､それを乗り越えるため

の取 り組みに注目する. 政府が設置 した高校開発委員会 (Kommitt6n fargymnasieskolans

uもveckling〕33が1996年に出した改革評価の中間報告書 『新 しい総合制高等学校-どのように進

んでいるか?-』において､核教科をめぐる課題が取り上げられた3㌔ より異体的な教育実践の
姿については､学校庁がおこなったプログラム別の調査研究から見ることができる35.以下では､

これらの資料をもとに検討を進める｡ 学校庁の報告書からは､先にとりあげた電子工学プログラ

ムに関する調査を中心､に取り上げる36.

核教科に対する批判の声はまず､共通の必履修科目において全プログラムで同じ到達目標が定

められたことに向けられた37｡ これはとりわけ職業系課程の教師や校長からの批判だった｡職業

系プログラムへ普通教育を導入することは受け入れられても､進学系プログラムの生徒と同じ到

達目標を課すのは無理だし必要がないという意見である｡ 高校開発委員会はこれに対 し､この意

見は少数の生徒を対象にした昔の高等学校のイメージを引きずるものに過ぎず､現状には合わな

いと反論 した｡今や98%以上の生徒が進学する総合制高等学校は､生徒を選抜することなく､す

べての生徒に将来への可能性を開く場所でなければならない｡よって､基礎的な教育に関 して全

プログラムで共通の到達目標を設定することは可能で望ましいことだと主張した｡

こうして共通の目標が設定されたが､現実には､全国学力テストや成績分布調査の結果から､

職業系プログラムの生徒が核教科の学習において困難を抱えていることが明らかになった38｡ そ
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してこのような成績不振の生徒は学習意欲も低いという報告がなされた｡一方で､職業系プログ

ラムの生徒の多くは専門教育の学習には熱心だった39｡ また､電子工学プログラムの生徒は電子

工学分野に深く関連する数学には関心をもち成績も比較的よいといったように､専門分野に関連

する教科に関しては､核教科であっても生徒は積極的に取り組んでいることが明らかにされた40｡

以上のような状況を踏まえて､按教科の授業を専門分野に関連づける試みが着目された｡高校

開発委員会は､一部の職業系プログラムにおいて実施され一定の成果が見られた実践の例をあげ､

その秘訣を分析したOその例のひとっが､榛教科の ｢色づけ (infargning)｣である41｡

色づけは､｢核教科と職業系教科の授業が相互に影響 (色づけ)し合い､相互に支えあうこと

を意味している｣42｡ つまり､核教科の授業においては､専門教科の分野に関連した教材やテー

マなどをとりあげるということであるo この原則は法規にも示されており､例えばスウェーデン

語Aのコt-スプランには､｢教育の内容と活動の形式は､生徒が選択したプログラムあるいは専

攻に適応させる｡｣43 と記されている｡ 具体的には､スウェーデン語の授業において職場実習に

ついてのレポ-トを書いたり､英語の授業において職業教育で使用する機器の取扱説明書をテキ

ストに使ったり､数学の授業において専門分野に関わる文脈をもつ文章題を解いたりする実践が

おこなわれた44｡一方､核教科から専門教科の授業への影響は弱いことが指摘されてはいるもの

の､専門教科の授業を半分英語でおこなうといった実践も紹介されている45｡

実際に取り組みをおこなった教員は､色づけによって､生徒が多様な視点から自分の専門分野

を見られるようになると評価している｡ 専門分野にかかわりのある教材を核教科の授業でとりあ

げることで､生徒が専門分野における核教科の学習の意味を理解し､学習への意欲を高めたとい

うのである｡

現実にこのような実践をおこなうためには課題も多い｡例えば､教材研究のためには各専門分
野の知識が必要だが､現状では多くの核教科教師が複数のプログラムを兼任しており､ 1人の教

師が多様な分野の教材研究をすることは難しいoこのような課題に対し､教材の開発､教育プラ

ンとプログラム目標の共通理解､教師全員でのカリキュラム計画に関する議論､共同の研修や学

習会の設定､共通の休憩スペースの確保といった様々なアプローチによる取り組みが現在も進め

られている46.

おわも‖こ

本稿では､実施されたカリキュラムの検討を通して､スウェーデンの総合制高等学校が普通教

育と専門教育とをどのように関連づけているかを明らかにすることを課題とした｡

ライン制の課程分岐に関する問題を乗り越えるために導入されたプログラム制は､カリキュラ

ム上は主に職業系の課程に変容をもたらした｡専門性が重視されてきた職業系の課程にとって､

その変容の中でもとりわけ､核教科の設定による普通教育の拡大が大きな論点となった｡核教科

は､産業や社会の変化へ対応するという目的に加えて､万人の教育水準の向上､異文化理解や自

然環境の享受､大学進学機会の保障､生涯学習の基礎といった､専門教科とは異なる目的から複

数の役割が課されていた｡実施されたカリキュラムを検討すると､各教科の設定によって普通教

育の量と種類とはともに増加していた｡職業系プログラムでは､増加した普通教育に対する生徒

の学習意欲が弱く､学習結果が芳しくないという課題が生じ､核教科の授業で専門分野に関わる
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教材やテーマをとりあげる実践がすすめられたo

以上の検討より､普通教育と専門教育との関連について特徴的な点は2点あげられる｡ それは

第 1に､普通教育と専門教育とがそれぞれ､カリキュラムにおいて ｢核教科｣と ｢専門教科｣と

して､教科の種類と単位数にとどまらず､保障しようとする一定の到達目標によって規定されて

いる点である｡

第2点目は､職業系プログラムの核教科の授業で職業専門的な分野にかかわる教材やテーマを

とりあげることで､核教科と専門教科とが授業実践において関連づけられていたことである｡ つ

まり､普通教育は決 して一律的な授業を想定するものではなく､一定の到達基準を保障しながら

生徒の関心に応 じた授業をおこなうことを意図したものだったのである｡

これらの点を考え合わせると､スウェーデンの総合制高等学校においては､普通教育と専門教

育とは次のような関連にあるといえるだろう｡専門分野に沿って核教科の授業を変えようとする

｢色づけ｣は､実質的に各プログラムの専門性を強調する｡ この点からは､この実践が､共通の

教育を保障するという普通教育の理念に反 しているようにも見える｡ しかし､国民全体の教育水

準の向上､異文化理解や自然環境の享受､大学進学機会や生涯学習の基礎の保障といった､普通

教育としての核教科に込められた期待は､各生徒が学習の結果共通必修科目の到達目標に達する

ことで初めて実現する｡ そう考えれば､生徒の学習意欲を喚起する ｢色づけ｣は核教科の目的の

実現に重要な役割を果たしていると捉えられる47｡普通教育と専門教育は､生徒が関心をもっ分

野を共通に基盤とし､｢色づけ｣によって内的に結合することによって関連づけられているのであ

る｡そしてこれによって､総合制高等学校は､共通性と専門性というねらいを調和しながら達成

することを目指 していると言えるだろうO

ここで､共通の授業内容をもたない普通教育が､それでもなお一定の教育水準を保障するとい

うとき､普通教育をおこなうなかで共通に目指されている人間像はどのようなものなのだろうか｡

それは､核教科として設定された科目の教育目標を､目標が設定された際の議論とともに検討す

ることで浮かび上がってくるだろう｡ そのように､教育目的の検討を通 して普通教育と専門教育

との関連を考察することを､今後の研究課題としたい｡
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The Relation between the General and Specialized Education
In Swedish Upper Secondary Schools: Analyzing the

Curriculum of Vocational Program

HONJO I\J1egumi

This study discusses the relation between the general and specialized education in

Swedish comprehensive upper secondary schools. For this purpose, two practical

curricula were analyzed. One is of electro-technical line in the old system, and the other

is of electricity program in the present system. There were several differences between

those two curricula froln the vie'l\lpoint of general/specialized education. Firstly , the

distinction between compulsory and optional courses had become clearer. The

cOlnpulsory courses were "general education". Each course had particular levels so that

general education was defined with the sorts and the levels of subjects. Secondly, the

amount of the cOlnpulsory courses had increased. Thirdly, the variety of general courses

had also increased. General education had been more important for all. However,

students in vocational programs tended to dislike studying general courses, due to the

lack of meaning in their own specialties. Teachers attempted to take up topics or

materials which were related to the vocational specialty in general education and it

successfully encouraged students to learn. This is the way to relate general education to

vocational education, which is to have the same ground -planning education according to

the student's interest- of both types of education.
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